
　花のある暮らしにあこがれます。そんな、雑誌か絵本の中のような素敵な花や庭と､その扱い方

をプロに伺いました。ポイントを押さえれば､私たちにもできそうです。さぁ、気軽にお店へ入っ

ていきませんか。笑顔の店員さんが迎えてくれます。このお店の横の通りもお花の名前ですね。

2013年3月1日発行   98号 98号

写真の北はりまのサテライトはどこでしょう？ ※ サテライトとは、
北はりま田園空間博物館に登録されている見どころです。
ホームページに 200 あまり紹介されています。

発行：

【記入要項】クイズの『 サテライト名 』、氏名、住所、電話番号、広報紙にゅーすでんくうへのご意見・ご感想

【応募資格】でんくう総合案内所まで当選賞品を受取りに来館いただける方

【締 切 り】３/２０日必着。発表は当選者へ直接連絡します。

【応募方法】　①ハガキ②メールまたは③直接でんくう総合案内所へ 。案内カウンターに応募用紙があります。

【応募先】　①〒677-0022 西脇市寺内 517-1　北はりま田園空間博物館　にゅーすでんくうクイズ係

　　　　　　　②メール：q u i z @ k - d e n k u . c o m

　　　★２月号のクイズの答えは３P を見てね！

◆クイズに応募しよう！

で　　　　ん　　　　く　　　　う

 どこのサテライト？クイズ

答えと必要事項を明記して、ご応募ください。正解者の中からお１
人に、このサテライトのかわいらしい小物をプレゼント！



2013年

  2  月　　　　
こんなこと やりました！  でんくうの活動

対外活動
スケジュール
対外活動
スケジュール  4月 20日　北播磨県民局地域ビジョン委員会主催北播磨地域交流

　『ふるさと再発見　黒田官兵衛生誕地と伝承跡を訪ねて』　でんくう案内人が案内役　

    　　真剣に､でも笑いながら､アメをなめながら､これからを考えた
　16（土)　サテライト講演会『ふるさと元気　これからどうする明日が変る』　　25名参加

 雪がちらつく寒さも何のその、今が味噌の仕込み時　　24(日)　ラベンダー小物作りと味噌作り体験バスツアー　43名参加

    　　10年を節目に心機一転・・　部会刷新のお知らせ　　

２つの部がぞれぞれに企画運営していたバスツアーを統一し、サテライトと協力し今後のさらなる活動を進めるため､25年度から新しい部
会編成で活動をしていきます。既存事業は以下の役割分担とし、新たな事業などは各部で計画立案していきます。（希望者数）
観光交流部･･バスツアー、案内活動、散歩道、サテライト訪問など　（42名）
地域交流部･･ふぁみり～カーニバル、記念感謝祭、体験教室など　（33名）
広報部…印刷物の制作、HP管理、メールマガジンの発行　（14名）
総務部…でんくう事業の普及啓発　（5名）
特産品部…道の駅イベント支援など　（18名）　　　　　　　　各部からのお知らせへ続く→

　よくこの地域でお仕事をされている栗木さん。以前お
はなしを聞いて､良かったからと参加した方も。気さくな
人柄で､スタッフと一緒に受付をされた。

　開口一番「当てません安心して
聞いて下さい。合図したら雑談し
て下さい。予定時間より早く終わ
ります。」とぐっと皆さんを引き
つけ話の中へ。ちょっと深刻な事
例や話題もありながら、ピーと笛
の合図でお隣と､その件に関して雑
談。アメを配り場を和ませ、一緒
に楽しくテーマを考える。
　ここに来る人はよく勉強し､よく

ベンダーや色とりどりのドラ
イフラワーを使い暖かい体験
室で。手を動かしている時は
真剣な表情が、完成すると笑
顔になり見せ合ったり記念撮
影をしたり、会話も弾み楽し
まれた様子。
　移動中のバスの中で千ヶ峰
TAiYAKi宮崎のたい焼きが配られ､甘い香りに誘われ皆
さんのお腹の中に･･
　最後の足立醸造での蔵見学はしょうゆの香りに包ま
れ､真新しい杉の木桶を見上げながら説明を受け、木桶
の上からもろみを覗き込んだり蔵内を見学。その後は
ここの味噌やしょうゆもお買い物。冬ならではのバス
ツアーは好評のうち無事終了した。

　雪が心配されたが時々ちらつく程度。参加者を乗せ
たバスは農村婦人の家に到着｡エプロン､三角巾姿にな
り、加工室へ。蒸した大豆に糀､塩を混ぜミンチ機にか
け､それを丸め味噌玉を交代しながら作り、樽に詰めて
いく。初参加のAさんは「良い体験ができた」と笑顔｡
　その後ココロン那珂の季節の弁当に､昨年仕込んだ味
噌と野菜たっぷりの味噌汁。ひと味もふた味も違う昼

食に満足の参加者には、こ
のお味噌2kgが今回のお土
産。
　昼食後バスは北上し､ラベ
ンダーパーク多可へ到着す
ると一面の雪景色。フラワ
ーアレンジメント作りは､ラ

　

わかっている
人で、本当に
来てほしい人
は来てくれないのが悩み。
　田舎も大変だが街も高齢化で大変、と言う実態を知っ
た上で考えると少し気分が楽。会議を前向きに進めるに
はちょっと発想を変えるだけで良い。ガラッと楽しさと
奥深さが加わり､元気につながる。そのうち何とかなるは
無理。世の中が変わってきたので、今の時代に合った解
決策を自分たちで考えること。」
　はっきりした声で身振り手振りも交えながらのお話し
に､うなずいたり笑ったり。そんな楽しい時はあっと言う
間に終わる。ぜひ明日からの活動につなげよう！



2月号 『どこのサテライト？クイズ』 の答え
クラインガルテンの草分け

多可町八千代区俵田414　TEL/0795-37-1580（管理棟：月曜定休・電話は24時間対応)　　　

○滞在型市民農園フロイデン八千代

でんくう各部からのお知らせ

★クイズ正解者へのプレゼントは  …1名様に
「ホタルのおかんずー」の手作り加工品セットでした。

　喫茶：土日祝日のみ 9時～ 15 時（「ホタルのおかんずー」手作り加工品はここで販売）

【総務部】
･それぞれの部会日程が決まりました。アンケート
に記載しなかった部にもどんどん顔を出して下さ
い。観光交流部 2/27（水）、地域交流部 3/1（金）、広報
部 3/13（水）それぞれでんくう総合案内所体験学習
室で 19 時からです。出席の方は事務局へご連絡を。
張り切っていきましょう！
･25 年度ふるさと FUNくらぶ（旧ふるさと会員）の
募集を開始。NPOの正会員（会費 1,200 円）も一部の
特典を除き、サテライトのサービスを受けることが
できるようになります。詳細は別途お知らせしま
す。

【広報部】
・3 月の情報コーナーのショーケース展示は足立工房。器
用な足立さん作の竹細工作品などの展示です。

【サテライト部】
･24 年度新規登録のサテライトは 15 件、脱退 4件、名
称変更 6 件でした。4 月に発行されるまるごとガイド、
でんくうガイドマップにはこれらの変更が反映され
ます。

【プログラム部】
･サテライト・プログラム部で行っていたバスツアー
を観光交流部で一本化します。ただ、移行期なので施
設予約をするため 4/12（金）の日程だけ決めました。具
体的なコースは観光交流部の会議で決定します。

【事務局】
･兵庫県ボランティア保険へ加入していますか？他
のボランティア団体で加入されていない方は、でん
くう事務所へお申し込みください。
･NPO の動きを受け、事務局体制も 4 月より変わりま
す。

　いつも車で横を通っても､中に入るのは初めて。ドイツのクラインガルデンを日本仕様にアレンジ
したフロイデン八千代にみな興味津々で、施設ののどかな風景も手伝って、カメラのシャッターを押
す。開設２０年が経過し、諸事抱えるものの、現在の入居戸数は６０戸で満杯。平日こそ、やや人影が
少なめでも、週末には賑やかになり、俵田地区の人口がグッとアップ。
　全国的に同様の施設がある中、大成功と言える実績を残しているのは、明らかに地元住民との良き
交流があるからこそ。俵田ホタル観賞会 (6 月第 1か第 2土曜日）と、その前後には大勢の来訪者があ
るが、これらの準備や片付けも仲良く行う。
　また、交流の成果でもある水車：通称『こっとん　俵田』も「ようきちゃった♪コットン♪ようき
ちゃった♪」とリズムを打って喜んでいるように見えた。
　管理人の小牧さんに促され、特別見学可のコテージへ。外から見る以上に内部が広いことに驚き
「オォ～！２階はロフトやん、住んでみたい！」予約待ちが最近は減ってきたとか､希望の方はお問合
せを。
　お昼には地元主婦グループ「ホタルのおかんずー」のお弁当。高野豆腐の粉を使ったオカラ風味の
鉢、少し甘めの白和え、キクイモの入った一口コロッケ、しっと～りした高
野豆腐などの煮物、特製の玉ねぎドレッシングとソースで美味さ倍増と
なったお弁当。アッ！という間に「美
味しかったぁ～！」食後には、販売さ
れている加工品などを購入し、今回
の訪問を終えた。

2008 年入居者と知恵と汗を共に出し合い完成した水車　芯棒はステンレス製

すっかり八千代区の風景になった

左の交流会館に喫茶室とホールがある

1戸の敷地面積約 100 坪（畑･P 含む）
木造 2階建て 27.95 ㎡

ごめんなさい。これは特注です。



NPO法人北はりま田園空間博物館は 道の駅 北はりまエコミュージアムの
収益と、西脇市･多可町の支援を頂き活動しています。

特定非営利活動法人 〒677-0022　兵庫県西脇市寺内517-1
北はりま田園空間博物館 (でんくう )総合案内所
　(道の駅 北はりまエコミュージアム）

◆9時～ 18時 (12月～ 2月 )　年末年始以外無休
　TEL　0795-25-2370　　　FAX　0795-22-2123
　URL　http://www.k-denku.com
　E-mail　jk@k-denku.com

3月のでんくう自主企画3月のでんくう自主企画 ★お問合せ・お申込みは でんくう総合案内所まで

季刊紙 春の見てみてガイド＆イベントカレンダー3月に掲載以外の情報です。
詳細・最新情報はでんくうホームページのイベントカレンダーをご覧ください。

日(曜日)　開始時間　　　　イベント名　　　　　　　開催場所　　　　　　内容　　　　　◆問合せ先℡ 市外局番は 0795 (開催地と違う場合の名前）

3月の サテライト イベント ＆ 地域情報　

2013年

で　　　ん　　　く　　　う

27（水）    行ってみいへん食べてみいへん　　　   「西脇市日本のへそ日時計の丘公園オートキャンプ場」
集合：でんくう総合案内所10時40分　　
　　または現地(日時計の丘公園オートキャンプ場：西脇市黒田庄町門柳）11時
内容：リニューアルオープンした日時計の丘公園を視察見学
　　その後、近くの会員宅の庭でランチ・交流
　　（ピーターパンのパンを購入）
定員：10名　
参加費：昼食代実費(500円程度)

4/12（金）　北はりまを1日楽しむバスツアー　　　　　「いちご収穫体験と北はりまの桜」
行程：8時三宮発→西神中央→でんくう→箸荷いちご園→○○　→
　　○○→でんくう→帰路
参加費：4,200円　（昼食、いちご園入園料含む）
詳細は企画中！です。参加希望の方は、申し訳ありませんが
お問い合わせください。

～8（金）　ちょんまい展 杉本真奈　西脇市西脇 旧来住家住宅　月曜休館　◆22-5549
～ 9（土）　アトリエ個展シリーズVOL,５ ウエダキヨアキ展（平面・立体）　西脇市上比延町 岡之山美術館　月曜休館　アトリエは入館無料　◆23-6223
～ 10（日）　自然写真シリーズVol17 里山・里地の生き物 (冬 )展　西脇市上比延町 にしわき経緯度地球科学館テラ･ドーム　月曜休館　◆23-2772
3（日）10時～16時　軒先マーケット　西脇市寺内 でんくう総合案内所体験学習室　手づくりのワークショップ　顔絵、プリザーブドフラワー、カラーセラピーなど　◆09059070218(上山 )　
3（日）13時半～　ハッピーディ歌声喫茶　西脇市黒田庄町喜多フォルクスガーデン“Na-sya”　500円　みんなで懐かしい歌を歌いましょう　◆28-5120
9（土）10時～　第４回西脇市緑花祭　西脇市寺内 でんくう総合案内所芝生広場　”シバザクラ”の植栽と功労表彰、振る舞い、お楽しみ抽選等　◆22-3111生活環境課　
9（土）10時～15時　ジャガイモを作ろう！①　“畝づくり体験”　多可町中区 なか･やちよの森公園　要予約　◆30-0050　　
10（日）～30（土）　アトリエ個展シリーズVOL6　西村義冨展 (洋画 )　西脇市上比延町 岡之山美術館　月曜休館　アトリエは入館無料　◆23-6223
16（土）9時半～11時　ハーブの塩ポプリ作り　多可町中区東山 那珂ふれあい館　要予約　講師：ハーブ＆ログスオミ牧美紀さん　600円　◆32-0685　
16（土）10時～15時　自然木でオリジナル木琴づくり　多可町中区 なか･やちよの森公園　要予約　500円　森から材料を調達し作ります　◆30-0050
16（土）14時～　大道芸がやって来る　西脇市寺内 でんくう総合案内所観覧無料　マジック・ジャグリングなど　◆25-2370
16（土）～17（日）10時～　刑務所作業製品展示販売会　西脇市寺内 でんくう総合案内所体験学習室　◆25-2370　
17（日）10時～15時　月に1度の喫茶店　西脇市住吉町 カフェあんずの里　ワンコインランチ　コーヒー200円など　【毎月第3日曜 】　◆22-8180（当日のみ）
17（日）13時半～15時半　美術館講座　デカルコマニーを学ぶ　西脇市上比延町 岡之山美術館　要予約　◆23-6223
22（金）～25（日）　三校美術展　西脇市寺内 でんくう総合案内所体験学習室　西脇・小野・社高校美術部生徒の作品展　◆25-2370
24（日）11時～14時　スオミの春・石窯ピザ試食会　多可町中区安楽田 ハーブ＆ログ スオミ　要予約　先着３０名様　￥1,000(ピザ、飲みもの、デザート）　◆32-411
24（日）13時半～　春の寄せ植えを楽しもう　多可町加美区轟 ラベンダーパーク多可　要予約　体験料200円＋材料費2,200円　◆36-1616 
30（土）～31（日）　編み物展示会　西脇市寺内 でんくう総合案内所体験学習室　大垣・西村編み物教室の生徒作品展示　◆25-2370
　

バーベキューサイト(6名×20席)が改修され､
雨でも使用でき、横に駐車場もできました。
管理棟を改築、旧食堂はロッジになりました。

でんくう総合案内所
道の駅北はりまエコミュージアム
3月より閉館時間が19時になります


